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従来の計測方向は，10kmを1ヶ月かけて計測いていた。しかし，連続的に計測することができるケー

ブルエクスプローラは，計測時間をたった3日間と飛躍的に向上させ，かつ，1m単位での計測ま

で可能にした。 （7ページ参照）
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